
628

の,6号 以 上 に 分 け て み ると,そ の菌 数 合 計 は 第2表 の

成 績 とな つ た ◎0号 の場 合 は比 較 値 を挙 げ る こ とが で き

ない が,Osol法 が 最 も多 数 の菌 を立 証 し,次 でJoh-

ans◎ll法,Bendcr法 で あ つ た ◎1-5号 の 喀 痩 で は

Osolは4倍 近 くの数 字 を示 し,Johans◎n,Bemder

亦3倍 程 度,こ れ が6号 以 上 の 群 でOsol2倍 以下,,

J◎hansuB,Benaer・ 倍 半}こ 満 た な い成 績 と騨 す る と ・

菌数 少ない喀湊程Os◎1法 の効果が高い ことが認知 され

興昧深 く感 じた。なお100例 中Ziehl-Neelsen法 陰性者

は29名 であ り,そ の総 てがOso1法 で僅 か1,2個 の も

の もあると して もとにか く陽性 に変つ たが,Johanson

法 では4名,Bexxder・ 法 では11名 なお陰性所見 を示 し

た。 この外Gaffky各 番号別に資料を整理 し,こ れを

Qs◎1法 に よる菌数 で番号 を附 したもの と対照 する観察

も行つ たが,成 績の傾向は全 く同 じであつたので省略す

る。勿論 これ によつて番 号が1番 も2番 もときには数番

も増加す る ものが あ る。 しか して大体において低番 号の

ものにおいて この傾向が著 しかつ た。

第2表 も

Iy・号1憾 野 灘 ナ

Z.N.

酬 饗 菌数耀
Ziehl-Neel8e・ い15・Sl… ・S・91…

0801法 ・・312・2413931・ ・4331・77

Joha丑son法 9・ ・4781287832・i・4・

Bender

ピ ク リ ン酸 法
58・ ・7213・5i7364me5

(3)EgliやBenderの 実 験 に な らい,上 記 材 料 中

の 一 部10例 に つ い て,Zieh1--Neelsen,あ るい はOsol

で染色 した もの を普 通 視 野 及 び 暗視 野 顕微 鏡 で観 察 して

成績 を比 較 した。 合 計 菌 数 はZiehl-・Neel8en明 視 野3

14,同 暗221,0so1明406,同 暗607で あつ て,zi-

ehl-Neel8enで は 暗 視 野 で減 少,Oso1で は増 加 の数1字

が で て い るが,暗 視 野 法 では 結 核 菌 た る認 定 に 自信 を持

ち得 ない もの が時 々現 れ,例 数 が 少 な い こ と と と もに こ

の成 績 に意 義 を与 え難 い ◎

.要 約

結核菌 のいわゆ る非復染 色法 に属す るOs・1法 を,そ

の変 法た るJ。haus◎n法,復 染 非復 染法の中間的存在

と認め られ るBeuder法 とともに,Zieh1-Neelsen法

と比 較す る目的の実験 を行 つた◎ 同一結核喀渓 に対 し4

法同時 に施行,そ の100例 の合計菌数か らそれ らの成綾

を比 較す ると,Os◎1法 は約2倍,Johans◎R法 は約

1・5倍,Bender法 は約1・4倍,そ れぞれZieh1-Nee-

1sen法 にま さる効果 を示 してい る。染色法の優劣は た

だ単 に 目的菌検 出の敏 感性 だけ で判ずべ き もの でな く,

実施の容易,対 照上 の色調,同 時に観 察 し得 る他の所 見

な ど考慮 に入れ るぺ きであ るが,こ れ らは術式の改良い

かんに よつ ては附加 され る可能性があ り, .この意味 で非

復染色法 は今後大い に留意 さるべ きもの と思 う。

本 法が何が 故にZieh1-NeeエseM法 以 上の菌数 を立証

す るか,こ の点 に関 しては,細 胞 その他 の組織成分 中に

封入 され た ものまで透見 され るとい う在来 の見方 も受入

れ るとして,植 田教授が説かれ るよ うに,強 度 の加熱 と

強度の脱色,そ れ と後染色を施 さない ことに よる正常型

な らざる結核菌体検出の可能性 も一応考 える べ き で あ

る。 さらにこれは今 のところ全 くの想像 であるが,Zie-

hl-Neelsen法 ではいわゆる青色菌が見逃 され易 いのに

対 して,本 法 でこの菌体 は所 定の色調 をとつて計算 に入

れ られた と解 し得 る場合な しとも思 えない。

主 要 交 献

(1)戸 由忠雄;結 核菌 とBCG,107,3版,昭22

(2)Oso1;Johallsollよ り引 用(Dtsch,Med,

Wschr.1927,24)へ
(3)Johanson,A.;Zb1,Bakter,IOrig,141,

424,1938

(4)植 田三 郎,近 藤 達 雄;日 微 生 物 誌,34,610,

昭15

(5)占 部 薫,高 木 篤,山 田倫 子;目 医健 保,3286,

1254,昭17-

(6)Egli;H,1全 科 技 聯科 学 技術 菟録,第9部

(10),259,昭19よ り(Schw,Med,Wschrよ り梅

沢抄 訳) 蓼

結 核 菌 の 発 育 に 関 す る 研 究

第二報 牛血清中結核菌深部発育促進因子について

九大 医学部細菌学教室(主任 戸田忠雄教授)・ ・

三 淵

ま へ が き

結 核菌 の深部培餐基 と してはKirchmer血 清加培地くり

をは じめ,そ の他多 くの培 養基が考案改良②㈹ せ られて

転

一=二

いるが,こ れ等 はほとんど総て血清 または血 漿を培地 に

添加 した ものである。一般 に結懐菌深部培 養のためには

培地 に血清を加 えることが最 も必要な ことであつて,こ
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の添加 した血 溝は外界酸 素の浸透 し得ない培地の深部に

結核菌 を増殖発育せ しめるのである。 ・

この外,深 部培養には臓器成分 を用い た βoeckex㈹

や鴻上 ⑤の培地,難 卵 を主 として作つたBesr3dka⑥ の

培地が あ り,新 しくはB◎vineAlbuminFractiOnV

とTweek80を 併用 した.Dubos(7)h培 地,ム チンを用

いた申村㈹ の培地があげ られ る◎.

一・方結核菌発育促進因子 に関テ る研究⑰はその他多 く

の細菌 の発育促進因子の研究 と相 まつて今 日迄数多 くの

◇ 報皆が なされているが,結 核菌の深 部発育 を可能 とす る
+因子 についての研究 はその数が少 な くDubos等 ⑦の報

告 を見 る程度である。

私は結核菌 の深部発育に最 も密接 な関係にある血清に

つ いて,血 清 申の深 部発育促進因子がいかなる成分中に

かつ,い かなる状態 に存在 しているのであるか を知ろ う

と,二,三 の実験を試 みい ささかの知見を得 たので報 告
,

す る。

補 記:近 着 のJ.Bakt。,60,561,1950.にYeumans

の 血漿 劃 分 と結 核菌 の発 育 に関 す る論 文 を見 る機会 を得

ぽ

か つ,今 日までのこの種研究 の概略を知 り得 たことは幸

であつた◎

実 験

血済は蛋 白算 をは じめ・種 々の有機 ならびに無機物質

を含有す る復雑な組成 のものであるが,本 実験 において

はまず血清を非蛋 白性成分 と蛋 白性成分 に大別 し,さ ら

一κ これ等 を二=
,三 の分離 方法や分劃方法 を もつて,次 の

ご とき諸成分に分別 した。

非蛋白性血清成分 ・

欝 囎農謝
・ 璽非熱擬固性血溝成分

蛋白性血清成分

血清総蛋白

!欝瀦
BQvineAlbiiminFraotionV(U。S.A)

上記の分離調製 した血清諸成分は これ を 溶 解 後総 て

Seitz細 菌濾適器を もつて滅菌 したのち滅菌キル ヒネル

原液に一定量加えて培地 を作成 した。培地は中型試験管

に5ccず つ分注 し培養に用いた。

接種結核菌は入型青山B菌 で型 のごと く菌浮游液 を作

り試験 管に10-3mg,ず つ正確 に接種,37。C培 養i,各

週毎 に菌の深部発育状態を肉眼的 に観察 した。 なお実験

には キル ヒネル原液及びキル ヒネル血清加培地 を対照 と

し,『菌の発育を比 較 した。

1・ 非蛋白性血清成分

a・ 透析性血溝成分

牛血清を コロヂオン膜に入れ て三 日聞蒸溜水にて透析

した。 この聞,日 毎 に蒸溜水は更新 した◎ 透 析は室温

10。C以 下の冬季に行い防腐剤の使 用を さけた◎透析後

その外液 を合併 し凍結乾燥法 にて乾 燥 し白色粉未 を使 用

血渚 の約O・6・vO・7%得 た◎ この成分には蛋 白質を含有

してい ない◎水に易溶 で無色 透明液 となる。

なお透析には蒸溜水 の外 に1%グ リセ リン水,1%グ

リセ リソ加燐酸緩衝液,燐 酸緩衝液(pH6・6)及 び酷酸

酸性溶液(pH6。5)を 使 用 し牛血清 を透析 した◎透折

後前同様 に濃縮粉末化 したが,こ の内 グリセ リン含有透

析液は勿論 粉末化 しないので使 肘血清 の二倍濃縮液に調

製 した。

b・ アル コール除蛋 白(ω,血 清成分

牛血溝に95%ア ル コールを50～60%に なる よ う添

加す ると蛋 白質は分離 沈澱 して くるの で慮 過 除 去 す る

と,淡 黄色 の透明濾液 を うる。濾液は低温減圧 蒸 溜(3

7。C以 下)(ア ル コール分 を除去 した後凍結乾燥 法に乾

燥 し,黄 緑色吸湿性粉末 を約0・7%得 た。 この よ うにし

て作つ た成分にはご く微量の蛋白を含有 してお り,ま た

水溶液にする際微 白濁 を生ずるが,濾 過除去 し培養に供

した。

除蛋 白用アル コール どしてエ タノール及び メタノール

を用いたが商者 とも同様 に黄緑色粉末 を得 た。

C・Eggleton法(H)血 清濃 縮成分

まず血済 を32。Cに 温めてこれ に無水芒硝を溶解飽 和

せ しめると蛋 白質は全 く塩析せ られて沈澱 して くる。 そ

こで蛋 白を濾過除去 し,次 に濾液を塩 氷にて0◎Cに 冷

却 ずると,溶 存す る芒硝は10分 子の結 晶水 を溶液 よ り

奪 い結晶 となつて析 出す る。冷時直ちに結 晶を濾別すれ

ば使用血清に対 し4～5麟 倍の淡黄 色濃縮除蛋 白溶液 を う

る。保存のため凍結乾燥 し白色粉末 を得 た。 この揚末申

には冷却結晶化の際除去で きない芒硝 をなお多少含有 し

てい るが,培 養液 に添加す る場 合その量は少 な く結核菌

の発育 にさ して影響が なかつたのでそのま 玉使用 した。

なお,ま た濃縮操作を行 う前予 め血清 を燐酸 にてpH

6・5と な した後除蛋白濃縮 した成分 も作成 し笑験に供 し

た。

d・…非熱 凝固性血清成分

牛血 清に蒸溜水 を等量加 えた後 燐酸 にてpII5・6と

な し85。C30分 加熱 ・蛋 白質を凝固沈澱 せ しめて濾過

し黄色透明液を作つ た◎本成分は濃 縮す ると湖濁 せる濃

稠黄 色溶液 とな り粉末化 しないので水 を加 えて使用血清

に対 して3倍 濃縮溶液 とな した。なお この成分は その操

作上完全除蛋 白ではな く多 少の蛋 白を含有す るが非蛋白

成分の結核菌深 部桑育に対す る影響 を見 る意昧 でその ま

ま培養 に使用 した◎

非蛋 白性血漕 成分 と結核菌深部発育

培養成績は第一一,第 二表に これ を示 したが,非 蛋白性
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第 一 ・表
1

血清透析 性成分 添加量 7日 培養 14日 培養 21日 培養

●

蒸 溜水 透析性成分

(2甑 縮液)1

0。20¢

0.5〃

欄廓胴■疇 ●剛■鰯藤 ●■幽剛酔

編髄繍庸 一 欄陶剛騨

⊥ ⊥_嚇

」._⊥1

± グ 十 士

}± 士 士

グ リ セ リ ン水 透 析 性成 分0・2〃 一 一 一 ± ⊥ ±

(2倍 濃縮 液) 0.5〃 一 一 ⊥ ⊥

十 士 十

土 士 士

グー燐緩衝液透析成分

(2倍 濃縮液)

α2〃-1土 ± 刊 ±+士

α5〃 一 一 引 ± よ ±1+出+

酷 酸 々性 液 透 析 性 成 分0・2〃 一 一 一〆 一

(2倍 濃 縮 液)0・5〃 一 一 一

■ ±

⊥_

_ユ 縢

キ ル 財 噸 液1-1一 一 ト ー よ ト ⊥ 一

キルヒネ噛 渤・培副 一1+++1升+柵 冊'

第 ご 表

蜻 級 白骸 分添櫨17日 駿 い4日犠 21日 培養

アル コ・一ル除蛋白血清

成分

(2倍 濃縮液)

エグル トン血清濃縮 成

分
(pH7.2に て)
(10培 濃縮 液)

ヱ グ ル ト ン血 清濃 縮 成 分

(pH6。5に て)

(10倍 濃縮 液)

o.2ce1一

0.5〃

0.1〃

0.2〃

0.5〃

0.7〃

0.05〃

'

O.5〃

非熱凝固性血 清 成 分0・5〃

(3骸 撒)il

」_、__

士 ⊥ ⊥

⊥ ⊥

十=ヒ ±

土=ヒ ⊥

↓ ↓

士

±

±

土

⊥

±

噌

±

±

⊥

⊥

⊥

±

剛

±

一

±

土

⊥ 士 ⊥

± ± ⊥

⊥ ⊥_

ユ・ 土 ⊥

土 ± ⊥

士 ± ⊥

キ ル ヒ ネ ル 臓 「 ト ー ト ↓ 十 ↓ ⊥

つた。透析血 清は無機 物質 消失 のた

め グロブ リンが白色 紮状 の沈澱 とな

つて沈下 して くるが,除 去 するこ と

な くそのま 蕊凍結乾 燥 し帯黄褐色 の

粉末 を作つた。 この粉末はキル ヒネ
禰ル原液 には完 全 溶 液 を 培 養 ヒ 用

いた◎

b・ 血清 グロブ リン劃分

硫酸 アンモ ニア法(紛 を用いて牛

血溝 より分離 した◎す なわ ちまず血

清 に等量 の水 を加 えた後2・1モ ルと

なる よう硫安 を添加溶解 し生ず る白…

色 グロブ リン沈澱 を濾別 し,沈 澱は

少量 の水 に溶 か して再 び硫安 にて沈

澱 せ しめ る。 この操作 を再三度繰返

して充分精製 し,透 析 によ り硫安を

完全除去 した後凍結乾燥 した。

e・ 血清アル ブ ミソ劃分

牛血清 よりグロブ リン を 沈 澱 除

去 した濾液に,さ らに硫安 を加 えて

2・8モ ル とな しアルブ ミンを沈澱せ

しめ濾過 しとり,水 に溶解,硫 安 に

て沈澱 を繰返 し充分 に精製後硫安は

透 析にて除去 して凍結乾燥 した。淡

黄 色粉末 で充分精製 された状態 にあ

つた。

d.BovineAlbuminFraetiQn

V(U.S.A.)

Dubo9の 培 地に使 用す るAlbum-

iBFractionVを 前記 調製 した硫

安法に よるアル ブ ミン劃分 と比較す

るために実験に用いた。本 品は淡 黄

色 の粉末 である。

血漕蛋 白成分 と結核菌深 部発育

キル ヒネル血清加培地 ++。+擁 升 帯 帯 帯 帯 四勧 血灘 白齢 をキルヒネル

原液にそれぞれ添加培養したがその

成分のみをキル ヒネル原液 に添加 したのでは菌の深 部発

育はほ とん ど不能 であつた。しか しなが らこの内蒸溜水,

グ リセ リソ水及 び グ リセ リソ加燐酸緩 衝液透析成分 とア

ル コール除蛋白成分 を添加 した場合,僅 少 なが ら微小菌

塊形成 を認め ることが しば しばあつた。・一方 キル ヒネル

原液 のみの場 合は肉眼的 に認められ る菌塊形成は ほとん

どない◎

1[・蛋 白性血清 成分

a.血 溝総蛋 白質

牛血濟 を=ロ ヂオ ン膜 に入れ透 析外液 にClイ オソ反

応の消失す る迄,蒸 溜水にて充分透析 した。透析 は冬季

室温10。C以 下 の時期 に行い透析 中防腐剤は添加 しなか

結果は第三表の ごとくであつ た。 グ ロブ リン翻分添加の

場合は結核菌の深部発育は ほとん ど不能 であつて,一 方

アルブ ミン劃分 をキル ヒネル原液 に加え る 場 合 ぽ 硫安

法血清アルブ ミンもAlbuminFractiOnVも と もに同

程度 よ く深 部発育を認 めか つ血漕 その ものを用い た場合

の発育 と変らなかつ た。 しか しなが ら血満総蛋 白添加の

場合は血渚その ものや,ア ル ブ ミン劃分添加の場 合 よ り

深部発育はや 』良好 であつ て,一 週間培養 においてナで.

に菌塊の形成 を肉眼的 に認めた◎

皿・非蛋白性血渚アルブ ミンの混和培 養

非蛋 白性成分のみをキル ヒネル原液に添 加す る場合繕

核菌深 部発育 はほ とん ど不能 であるが・ さらに これ を血
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第 三 表

血 清 蛋 白'成 分 添 加量 7目 倍養

血 漕 総 蛋 白 成 分

血 清 グ ロ プ リ ン 劉 分

血 清 アル ブ ミ ン 劉 分

BOvinAlbu】ni=【 ≧Frac隔
tiOnV

キル ヒネル血 清加培地

α6%臣 榊

斗L+←

夢"+

十 十 十

・媚 倍到 21日 倍養

第 四 表

伊 帯 静 睡 静 帯
き

± 士 ⊥

静 縣 暑

昔 砦 十

十卜 昔 繕

± ± ま=

帯 舟 帯

帯 帯 帯

惜 帯 柵・

血清非蛋 白成分添 加量 7目倍到 ・4日鰺

アル ブミ ン馳+瀦1・ ・2e61⊥ ± 唄++"
餓 分1・ ・5cci+±+{擬 菩

アル ブ ミ ン倍 地+ア ル
旨一 ル除 蛋 白成 分

O。2ce

O。5cc

十'十 ±

十 ± 十

夢 十L+

畢 ←+

21日 倍養

升 尋 伊.

昔 伊 井

ア ル ブ ミ ン培 地 卜

静 斗ト 蒔

什 升 荘

甚++1昔 卦 司 帯 帯 帯

清 アル ブ ミン劃分 と混合 し培養実験 を試みた。

.第四表にその結果を示 したが,非 蛋 白性成分添加は結

核菌深 部発育 を阻害する ものの ごとくアル ブ ミン劃分の

みを添加せ る場 合の発育 よ りも低下 した。

考 察

結 核菌深 部培養 に用いられ る牛血溝中にその深部発育

促 進菌子が いかな る状態 でかつ,い かなる成分申に保有

せ られて いる ものかを知 ろ うと血清を非蛋 白性成分 と蛋

白性成分 に大別 し実験 を試みた。

血 清の非蛋白性成分 の分離 方法 と してはまず透析法 を

用 いたが,こ の場合キル ヒネル原液成分の グ リセ リソ,燐i

酸 塩及 び溶液のpHの 相違が血清の透析性 に影響 を与

え る可能性が考え られ るので蒸溜水以外 に1%グ リセ リ

ン水 ・1%グ リセ リソ加燐酸緩衝液(pH6・6),燐 酸緩衝

液(pH6・6)及 び酷酸々性蒸溜水(pH5.6)等 を透析

液 として使 用 し血溝の透析性成分 を分離 した◎第二 にEg-'

gletOne除 蛋 白法 を用 い申性 ならびに弱酸性 において血

溝 の非蛋 白成分を分離 し,第 三にアル コール除蛋 白法に

て血清申 アル コール可溶性物質の抽出 もかねて非蛋白成

分 を分離 した。さらに第四に血清 を弱酸性に して85。C30

分加熱 し蛋 白質を凝固せ しめて除去 し非蛋 白性成分 を濾

別 した・ このよ5に 血清 に物理学的化学的操作をほ どこ

して血清非蛋白性成分 を分離 して培養に用いたが,こ の

内蒸溜水 ・グ リセ リン水,グ リセ リソ加燐酸緩衝液透析成

分 とアル コ{ル 除蛋白成分 をキル ヒネル原 液に添加す る

場 合,原 液 のみの培養 では認められない微小菌塊形成を

培地深 部にお いて しば しぼ認め ることが あつて,非 蛋 白

性成分 にわずかながら深部発育因子が含 まれてい るので

拡ないか と暗示せ られ る程度 であつてほ どん どどの方法

を用いて も深 部発育因子 を非蛋 白性

に分離 で きなかつた。かつ,こ の非

蛋 白性成分は アル ブ ミン加培地 に添

加す ると結核菌深部発育をかえつて

阻害す る作用のあるのを認 めた◎

他方牛血清 の蛋 白性成分 について

は血 清を透析 した総蛋 白成分 と硫安

塩析 法に よるグロプ リン及び,ア ル

ブ ミン翻分 について培養 実験 を行つ

たが,こ れ等の内 グロブリン麹分 を

キル ヒネル原液 に加えた場合深部発

育は不能 であつて,ア ル ブ ミン調分

添加の場 合 よく深部 に結核菌は発育

しかつ,そ の発育 は血清 その ものを

用いた場合 と同程度であつた◎ しか

しなが ら総蛋 白成分を添加 した場 合

はアルブ ミソや血清添加の際 よ りも

深 部発育はや 玉艮好であつた。 この

ことは血清中の非蛋 白性成分 の除去

に より発育阻害因子 の全 く含まれていないためによるの

では あるが,血 溜蛋 白中グロプ リソや アルブ ミン以外 の

異 なる高分子化合物が結核菌の深部発育 をさらに促進 し

てい るのではないか と考えられ る。

以 上の実験 よ り牛血 清中の結核菌深部発育促進因子は

その非蛋 白性成分中にはほ とん ど存在せず,存 在す ると

して も極 めて微量の ものであ り,発 青因子は主 として血

清蛋 白性成分申に存在 していると考え られ る。 しか しそ

の蛋 白性成分中でアルブ ミン劃分が結棲菌深 部発育に特

に重要 な因子 となつてい る もの と考察せ られ るが,な お

アルブ ミン以 外に促進す る微量の不明蛋白成分 の存在 も

考 えられ る。 しか し痂:ら この蛋白性深 部発育促進因子

が蛋 白その もの として作用す るものであるか否か,そ の

作用機転 については不明 であ る。

む す び

1・ 牛血清 より非蛋白性成分 を透析法
,ア ル コール除

蛋 白法,Eggleton法 除蛋 白法,熱 凝固除蛋白法 に より

分離 しこれ ら各 々をキル ヒネル原液に添加結核菌の深 部

培養 を行つたが・いずれ の場合 もほ とん ど菌深 部発育{ま

不能であつた。

2・ 牛血清の蛋白性成分として血清を透析した総蛋白

成分と硫安法によつてグロブリン及びアルブミン劃分を

分離して培養に用いたが・これらの内グ灘ブリン劃分添

加では結核菌潔部発育は不能で,ア ルブミン劃分添加の

場合は血清そのものを肺 た場合と同様}こよく灘 発育

を認めた・総蛋白成分添加はアルブミンや血清漁 暢

合よりも徽 菌の灘 発育がさらによ嗅 好であつた
。3

・ 非蛋白成分はこれをアノげ ミ痂 培地に添加する

際かえつて結核菌の深部発育を阻害した。



　 4・ 以上 の笑験 よ り牛血 漕中の結核菌深部発育促進因

子は非蛋白性 威分 中には存在せず,蛋 白性成分 中に含有

せ られ ることを認 め,そ の蛋白成分申アルブ ミン劃分が

深 部発育 に特 に重要 な因子であ ると考えられ るが,さ ら

にアル ブミソ以外 の不明蛋 白成分 に促進因子が保 有せ ら

れ るよ うであつたo

　 この研究 の第一報 は 「結核」 第26巻 第8暑 に発表。
鳳本研究は丈部省科 学研究費の援 助に よる

。
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気 胸 肺 の 病 理 解 剖

　 　 　 　 ヱ 　　バ 　　ト　 トシ 　 ヤ

　 国立東京療養所 江 波 ・戸 俊 彌

　　　　　　　　1・ ま　 え　お　 き

　 この十数年,日 本の結撲 治療 において人工気胸術 ほ ど

普 遍化 された治療は ないであろ う。 しか しその一方にお

いて反 省な く用い られ た結果 として,い ろい ろの不都合

な ことが起 つていると思われ るが,失 敗例 のまとまつた

報告のないのは不幸 なことであ る◎人工気胸術 によつて

病 肺が た どる運命 について しつか りした知識 を持たずに

これを 日常不安 な ぐほ どこす ことがで きるであ ろ うか。

臨床的,病 態生理的 ない ろい ろの成績 も,機 質的な変化
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

との相 関におい てと りあげ られね ばならない。 日本にお

け る気胸肺 の病理解剖の報 告がいままで常 に少数例の報

告 であつたのは,勿 論 これが有効な治療 と してわれ われ

の手に材料 を与 えがたかつた ことに もよるが,ま た一面

には組織化 されていない この国の結 懐治療体系の後進性

と結 びつ くものであろ う。 しか し殻近めだつて進 歩 した

肺葉切除徳の結果 と して多 くの例 の検索が可能 とな り,

今後気胸肺の知見は きわだつてひろがつて くると思われ

る◎私 はその きつかけ と して30例 の気胸肺の病理解剖

について治癒機転 とその限界 を中心に して 述 べ て見 よ

う¢

　　　　　　　2・ 材料 と方法 について

　 ここに とりあげられた30例 の うち10例 は剖検に よ

り2Q例 は肺葉 切除 によつて鴛 られ た。剖検例の うち8

例は事 故に よる死亡 でほぼ肺藁切除 の20例 と同 じよ う

に生体のた どる経過 中に藥 然たち切られた断面を示 し,

結 捜死の2例 は生体のた どりつい た終末的な面を示す も

の と して惹味 づけられ るδまた肺葉 切除例はいずれ も不

全気 胸であつたこと も注意 しなければならない。全身臓

器 の検索 できたのは6例 でまだ気胸 の影響 を云 々す るに

充分 ではない。年 齢は19-42歳 の問 で大部分20-30

台であ る。男 は25例,女 は5例 である◎気 胸側からい

えば右が14例,左 が16例 である。 しらぺるにあたつ

てはいずれ もホルマ リン固定 で肉眼的に精査 した上,主

病巣,灌 注気 管支,肺 門部 撒布巣,健 常部等 をそれ ぞ

れ パラフイソ切 片と して染色鏡検 した。

　 　　　　　3・ 適応 と漿胸 条件 について

　 気胸肺の検索 にあたつて まずわれわれのな さねばなら

ない ことは,ど んな適応 で気胸が行われたかを しるこ と

であ ろ う。30例 を これ}と従 つて分けて見 ると次 の よ うに

なる。

　 　 `　 座 洞　　 　 　　 ユ7例

　 　　　　浸　潤 　　　 　　　8例

　 　　　　上葉炎　　 　　　 　1例

　 　　　　不　明　　 　　 　　4例

　 ここに不明 とあるのは気胸前のX線 フイル ムがわれ わ

れの手 もとにない ものである。室洞が適応 の もつ とも大

きい部分 を占めていることに虚脱 療法の 目的からいつて

当然の ことでち 浸潤8例 も断層写真のないのが大 部分 な

の で恐 ら く幾 例かは塞洞 の中 に含 まれ るであろ う◎次 に

われわれが知 らねば ならない ことは気 胸が どの ようにつ

づけられ たか とい うことであ る◎ この30例 は しさい に

観 察すれ ば完 全気胸 といわ れ るもの はほとん どないが,

・一応 臨床的 な判定で完 全
,不 完全 を分け ると次 の よ うで

ある。　 '


